八橋地区議会報告会

　　　　　　　　　　　　日　　時　平成25年5月18日（土）午後7時～9時40分

場　　所　八橋地区公民館　８３名参加
出席議員　川本正一郎・小椋正和・金田　章・藤堂裕史・

手嶋正巳・大田友義・桑本始・高塚勝

◎ご参加いただいた皆様からのご意見・ご提言等の概要

　ご来場いただいた町民の皆様から数多くのご意見・ご提言をいただきました。今後の議会活動に生かしていきたいと考えておりますので、これからもご支援いただきますようよろしくお願い申し上げます。
☆人口減対策について

・「子育てするなら琴浦町」と言えるような町にして欲しい。琴浦町の保育料は他町と比較して高く、子育てにやさしいといえない。予算は重点政策に投資すべき。
☆学力向上といじめのない教育環境について

・琴浦町小中学校では学力低下はないか。順調な発達を見極め実態に応じた的確な教育現場が必要と考える。

・いじめについて。教師の教育力を高める条件を整備することが大切であり、適切な日常的教育が必要だと考える。
☆農業就業人口の減少と耕作放棄地の増加について

・耕作放棄地の増加に対してどのような対策を考えているか。

・ＴＰＰの参加で琴浦町はどのような対策を考えているか。
☆地域発展の政策活動と議会での一般質問の状況について

・議員に立候補する際の公約は実現できているか。自らの議員活動の課題は何か。

・議員は町民と密接にかかわり、日ごろの議員活動に積極的に町民の考えを取り入れるべき。

・一般質問は、日ごろの真剣な議員活動の中で生まれてくる。議員は、町民の生活、仕事の実態に触れることで様々な主張に出会い、実態に即した政策を生み出し、町民の代弁者として議場で提起すべき。
・議会基本条例をもっと町民に広報すべき。

☆東日本大震災の教訓をどう生かすか

・自分たちの地域は皆で守るという意識を持って、自主防災組織を結成し、避難訓練による災害への対応能力の育成、防災意識を広める取り組み、防災用具の整備、徒歩５分で非難できる避難場所の設定、避難経路の確保などが欠かせないと考える。
☆八橋地区の振興について

・山陰道の開通によって生じた交通量の減少対策としてつくられた「物産館ことうら」は、解消策となっていない。どのようにしてインターチェンジから通行者に降りてもらうか。情報発信、観光スポットの整備、家族連れの趣味と癒しの空間の施設整備などに全力を傾注すべき。
☆ＴＣＣの放映について

・３月定例会のＴＣＣ放映が遅れているのはなぜか。
☆農業問題と高齢者について

・耕作放棄地は、元の農地にかえると考えているか。

・唐辛子の作付けは、現在農地であるところに植え付けするか。

・廃業した農家の不要となった農業機械、資材などを有効利用するシステムがあったらよいと思う。

・新規就農者に提供する農地は、どういう土地を提供するのか。
☆八橋駅のホームの安全対策について

・駅のホームへ線路を歩行して行く人がある。安全対策を図って欲しい。
☆子どもの遊び場について

・９号線より北側の八橋地区には、子どもの遊び場となる広場がない。ボール遊びのできる広場の整備をお願いしたい。
☆八橋警察署の移転について

・八橋警察署が移転するが、跡地の利用についてのプランはあるか。
